ELF Network Data
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[データ使用上の注意]

· 全ての研究機関はデータを自由に使用できる。

· 本データを使用し研究成果を論文・学会等で発表する場合、「ELFデータは、東北大学により取得された。」または、”The ELF data are provided by Tohoku University.” と記載すること。

· データに関する詳細事項の問い合わせは、

福西浩　　fuku@pat.geophys.tohoku.ac.jp

高橋幸弘　yukihiro@pat.geophys.tohoku.ac.jp

tel) +81-22-217-6734 or 5775   fax) +81-22-217-5775

[データフォーマット]

· サーチコイル磁力計により観測されＰＣで記録している。南極－昭和基地（39.5゜E,69.0゜S
）、宮城県－女川観測所（141.5゜E,35.4゜N
）、スウェーデン－エスレンジ（21.1゜E,67.9゜N
· ）、の世界３地点で南北・東西の水平２成分を常時観測している。

· 観測周波数は1－100Hzでサンプリング周波数は400Hzである。

· １分毎に１つのファイルが作られていて１日で1440個のファイルとなっている。

· １ファイルにつき300～400KB程度で１日あたり500ＭＢ程度のデータ量である。

 [収録データ(Data Catalog)]

· 2005年に取得されたデータのうち１月２月の毎日と５月～１０月の３日ずつについて昭和基地で取られたデータを用いてダイナミックスペクトルを求めたものを収録した。

· １分ごとのファイルをそれぞれFFT変換し縦軸に周波数横軸に時間とし、１日毎でプロットした。

· データ欠損やＰＣによる定期的エラーは別なファイルを代わりに使っているので不自然な模様が所々でてしまっている。

· またサンプルデータとして2005年２月１日00:00:00UT～00:05:00UTにおける３地点のデータを収録した。

· ファイル名の読み方「EM1_050201_000300.dat」

· EM1は昭和、EM2は女川、EM3はエスレンジのデータであることを示す。

· 050201　―＞　2005年02月01日

· 000300　―＞　00:03:00UT

· ファイルはDAT形式で一般的なエディタで読める。

· ファイルの見方

· １行目がheader

· ２行目以降がデータであり、

· １列目はIRIG-Eコード

· ２列目は南北成分

· ３列目が東西成分

· 磁場データに直すにはデータ値に［×10／32768／0.3／amp-gain］を乗ずる。

―＞［nT］

· amp-gainはそれぞれ昭和［×320］、女川［×80］、エスレンジ［×100］

[東北大学で所有しているデータ(Data Catalog)]

2005年に以降についてのみ記す。また基本的に常時観測されているのでデータ欠損についてのみ記す。

昭和データ

月
欠損日

05-01
23,24

05-02


05-03
30,31

05-04
01～06

05-05
11,12,18

05-06


05-07

05-08
9

05-09


05-10

05-11

05-12

女川データ

月
欠損日

05-01
13

05-02


05-03


05-04


05-05


05-06


05-07

05-08


05-09


05-10

05-11


05-12


エスレンジデータ

月
欠損日

05-01


05-02


05-03
14,15

05-04


05-05
4-10,28

05-06


05-07

05-08
18

05-09


05-10

05-11

05-12




1.	2005,2,1,0,3,0,400,3,"SYO"


2.	3229,-506,21


3.	3228,-578,-501


4.	3226,-573,-1079


5.	3230,-467,-1304


//////////////////////////


23999.	-9,-189,-117


24000.	-8,-123,8


24001.	-7,2,11
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